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最近、電気磁気効果を持つ材料を用いた電圧書き込み磁気記録の研究開発が注目されている。

電気磁気効果を示す材料である反強磁性体Cr!O!はネール温度が 308 Kであるため、単独で室温付

近で安定動作する記録材料に利用することは難しい。そこで、ネール温度が 950 Kと高いα- Fe!O!

薄膜をCr!O!薄膜のアシスト層として利用し、Cr!O!薄膜の反強磁性秩序をより高温まで維持する

ことが提案されている。α- Fe!O!(0001)薄膜は、モーリン温度(～263 K)以上で面内方向の磁気モー

メントを持つ弱強磁性へと転移するが、Cr!O!薄膜のアシスト層として用いるには室温以上の温度

領域まで磁気モーメント方向を垂直に維持しなければならない。近年、スパッタ法を用いて作製

した Ir ドープα- Fe!O!薄膜において，モーリン温度が上昇し室温で垂直磁気モーメントが発現す

ることを東北大を中心としたグループが示した[1]。本研究では, Ru、Ir などの重金属をドープし

たα- Fe!O!薄膜を作製し，メスバウアー分光法を用いてドープによるモーリン転移への影響を調べ

た。

α- Fe!O!(0001)薄膜は、パルスレーザー堆積

法により酸素圧 10 Paでα-Al!O!(0001)基板上

に作製した。Fig.1 にRuO!ドープ𝛼- Fe!O!薄膜

の室温におけるメスバウアースペクトルによ

り解析した、磁気モーメントの角度のドープ濃

度依存性を示す。ドープ濃度が 3 %～5 %付近

では、α- Fe!O!薄膜の磁気モーメントは面直方

向に向き、磁気モーリン温度は室温以上となっ

た。一方、1 %以上および 7 %以上では、磁気

モーメントの方向は面内方向に向き、モーリン

温度は室温以下であった。この結果は、RuO!の

ドープ濃度によりモーリン温度が単調に変化

しないことを示唆している。 
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Fig.1： 𝒙𝐑𝐮𝐎𝟐- (𝟏𝟎𝟎 − 𝒙)𝐅𝐞𝟐𝐎𝟑薄膜における 

磁気モーメントの角度のドープ濃度依存性 
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